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特
　
集

み
ん
な
が

住
み
た
く
な
る
ま
ち

アットホームで
明るいまち

自然や歴史が
豊かであるまち

A
グ
ル
ー
プ

広
報
広
聴
委
員
会
は
以
前
、
高
校
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
の
生
徒
と
直
接
対
話
す
る
こ
と
で

若
者
の
声
を
生
で
聞
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
、

市
内
４
校
の
中
学
生
を
議
会
に
迎
え
て
意
見
交
換
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

遊園地などの子供が遊べる楽しい施設があるまち

廃校を使った水族館

やお化け屋敷がある

まち

インドアスポーツが

できるまち

特色ある楽しい高校や大学があるまち

風力発電などの発電

所を増やし、電気に

困らないまち

住みたくなるまち

交通が便利なまち

いろんな意見を聞くことで、自分が思うより他の視点か
ら見ると竹原に問題があるなと気づくことができた。電
気代など高くなっているので、少しでも安くするために
竹原に発電所を増やしたい。

まとめ意見

地域のつながりが強いまち
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治安が悪いまち

B
グ
ル
ー
プ

お店が少ないまち

遊ぶ場所がないまち

環境が悪く、ゴミが

多い汚いまち

安心できる施設や場所が少ないまち

住みたくないまち

住みたくなるまち

住みたくないまち

年齢の近い人が
少ないまち

みんなと意見交流をして交通や環境、施
設のことが出た。若者たちの施設を増や
すことで子育てしやすいまちになり、高
齢者も住みやすくなると思う。今度は実
際にどうしたらよいか話し合いたい。

まとめ意見

公園が
充実している
まち

遊ぶ場所が
沢山ある
まち

医療施設が
充実しているまち

竹原に来てくれる人たちと交流する行事があるまち

ゴミが多く
汚いまち

治安が悪いまち

学べる環境が
少ないまち

映えスポットが
沢山あるまち

にぎわいが無いまち
移動が不便と
感じるまち お店がほと

んど無く

車が無いと

住めないま
ち

災害に遭う危険が
高いまち

歩道や自転車道が

整備されていない

まち

人と人の繋がりが

あって、地元の祭りや

行事があるまち

大きな
ショッピングモールがあるまち
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子供が幸せと
思わないまち

祭りやイベントが多いまち

地域仲が悪いまち

事故が多いまち

廃墟が多く、
人がいないまち

駅からお店まで
遠いまち

情報伝達が早いまち

市外の人が遊びに来てくれるまち

子供と高齢者に
優しいまち

バンブーなどで有名な音楽グループがライブをしてくれるまち

空き家の再利用が

できるまち

小さいまちだからこそ自転車でどこにでも行けるまち

特産品が多いまち

C
グ
ル
ー
プ

スポーツイベントやライブを開催して、�
多くの人に竹原を利用してほしい。多くの
人が利用するためには交通面を整える必要
があり、ぜひバンブー駅をつくってほしい。

まとめ意見

住みたくなるまち

住みたくないまち

交通が不便なまち

災害に弱いまち
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店が少ないまち

安全でないまち

地域の人達が
仲良くないまち

D
グ
ル
ー
プ

地域の人が買い物に困らないように電車の本数を�
増やしたり、お店までの直通のバスがあればよいと�
思う。観光客がもう一度来たくなるまちにしたい。

まとめ意見

交通手段に
困らないまち

買い物に
困らないまち

観光客が来たくなるようなまち

にぎわいがあり
楽しそうなまち

物がそろわなく
不便なまち

治安が悪いまち

ゴミであふれている

まち

人口が多すぎるまち

住みたくないまち

住みたくなるまち

地域の人と
仲がよいまち

きれいな
自然があるまち

子供が遊べる屋内施設があるまち
《�例：空き店舗にボールプールなど子供が遊べる場所を設置�
→市内の子供が楽しめる→市外の人も行きたいと思う→
　住みたいと思う人が増える》

子供から大人までが

楽しめるまち

町おこしや
イベントが多いまち

子供が元気に
育つまち

子育てしやすいまち

●竹原中学校 九十九校長先生
　もっと壮大で夢のような提案が出るか
と思っていたが、意外と現実的で、足元
を見つめてよく考えていると思いました。
●賀茂川中学校 北村校長先生
　まちづくりには、「こんな街にしたい」
という思いや願いが大切だということに
気づくいい機会でした。4校の交流もで
きてよかったと思います。

●吉名学園 亀井校長先生
　「こんな街にしたい」という熱い思いが伝わり
ました。皆さんが主権者なので、どうしたら実現
するかをしっかり勉強して、一緒にいい街を作り
ましょう。
●忠海学園 大和教頭先生
　日頃の生活に根差した意見がたくさん出ていま
した。他の学校の生徒の意見も聞いて、忠海学園
の生徒が、どうやったら地域に貢献できるかを考
えていけたらいいと思います。

各校の先生からひとこと 
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令和 4年度決算　賛成多数で認定 ! 　　　　　　　　委員長　今田　佳男　　副委員長　道法　知江

●審査スケジュール
　9/�５� 正副委員長互選
� 日程・資料請求
　9/19� 詳細審査　総務企画部
　9/20� 詳細審査　市民福祉部
　9/21� �詳細審査　�

教育委員会・建設部
　9/25� 全体審査・討論・採決

審
査
の
様
子
は

動
画
で
み
る

こ
と
が

で
き
ま
す
!

●決算特別委員会には
・�議案第55号　�令和4年度竹原市歳入歳出決算認定

について
・�議案第56号　�令和4年度竹原市下水道事業決算認

定について
・�議案第57号　�令和4年度竹原市水道事業決算認定

について
の3議案が付託され、議案第55号と議案第57号は賛
成多数で、議案第56号は全会一致で認定することに
決しました。

■ 歳入歳出決算認定について（議案第55号）

■ 下水道事業決算認定について（議案第56号）

資本的収入額（翌年度繰越財源を除く）が資本的支出に対して不足する額は、当年度分消費税及び地方
消費税資本的収支調整額、繰越工事資金、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分損益勘定留保資金で
補填した。

■ 水道事業決算認定について（議案第57号）

資本的収入額が資本的支出に対して不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、
過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、減債積立金、建設改良積立金で補填した。

※令和4年度決算の概況は、広報たけはら12月号でも公表されます。

会　　計　　名 予算現額 歳入決算額 歳出決算額
一 般 会 計 16,918,913,355円 14,276,248,824円 13,695,476,338円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,942,547,000円 2,815,183,201円 2,798,184,473円
貸 付 資 金 特 別 会 計 6,570,000円 5,630,261円 5,630,261円
港 湾 事 業 特 別 会 計 61,189,000円 60,067,840円 38,325,741円
公共用地先行取得事業特別会計 1,000円 0円 0円
介 護 保 険 特 別 会 計 3,613,983,000円 3,446,825,230円 3,315,572,252円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 518,012,000円 515,363,194円 513,367,537円

区　　　分 収入決算額 支出決算額
収益的収入及び支出 581,953,081円 573,357,193円
資本的収入及び支出 448,783,746円 567,747,735円

区　　　分 収入決算額 支出決算額
収益的収入及び支出 889,790,563円 774,286,914円
資本的収入及び支出 29,530,560円 457,306,754円
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令和 4年度決算　賛成多数で認定 ! 　　　　　　　　委員長　今田　佳男　　副委員長　道法　知江

令和4年度のラスパイレス指数と 
今後の人件費に対する方針は。
令和4年度のラスパイレス指数は100.4であ
り、給与の適正化について取り組んでいきた
い。また、業務量
調査を踏まえ、職
員の定数管理につ
いても努めてまい
ります。

令和4年度はコロナ禍で会議はウェブ型
式で開催されたようだが、どのような
効果があったか。
企業誘致として人材の誘致を進めようとして
おり、現在竹原発のスタートアップとして若
い起業家が実証実験事業を進めています。今
後竹原で開業すれば、Uターンなどに期待で
きるのではないかと考えています。

庁内情報化に要する経費としての効果は。
昨年、職員に対しRPAツールの操作について
研修した費用であり、RPAは定型業務につい
て自動化するもので、各職員が課題となる業
務を持ち寄ってツールを作成
し、実際の業務に活用できて
おり、今後も実績を積み重ね
たい。

応募して選考されなかった生徒に対する
ケアはどのようにされているのか。
生徒が在籍する各学校とも連携して、しっか
りケアをしていきたい。参加した生徒に、選
考されなかった生徒も含めて、全ての生徒が
対象であるということを自覚させて、しっか
り還元していきたい。

毎年多額の修繕を行っているが、いつ
まで使用できると想定しているのか。
現在の斎場は35年を経過しているが、耐用
年数は一般的に50年といわれています。移
転、建て替えとなると計画から10年程度は
かかります。財政状況等を鑑み、長寿命化を
図るのが適当と考えています。

収納未済額収納率向上のため、目標を 
もって対応されているか。
債権確保対策委員会を設けて庁内で連携して
取り組んでおり、委員会で5
年間の目標を設定して管理し
ています。

❶人事管理に要する経費について ❺未来技術人材育成事業について

どこでどんないじめがあるかわからな
いので、楽しい学校生活ができるように
しっかりと目を配っていただきたい。
いじめの事案が表面化した場合には学校で速
やかに対応できるようにしているが、水面下
でもこうした事案が起こらないように、生徒
に対しては情報モラルについても指導をして
います。

❷教育総務費のなかで

❸RPAサポート業務委託料について ❼海外派遣業務委託料について

❹斎場施設管理に要する経費について ❽収入未済額の収納対応について

バスを運行するという形態そのものを
考える時期ではないか。
補助額も多額であり、改善の必要があると認
識しています。公共交通を取り巻く環境の変
化を受けて、限られた資
源を有効に活用するなど、
今後計画を見直す中で検
討したい。

❻生活バス路線維持補助金について

たけはら市議会だより第 114 号（�7�）� 2023（令和 5年）11 月



議案
番号

議案名等 議案等の概要
付
　
託

委
員
会

平
　
井

村
　
上

蕎
麦
田

下
垣
内

今
　
田

山
　
元

高
　
重

堀
　
越

川
　
本

大
　
川

道
　
法

吉
　
田

宇
　
野

松
　
本

議決
結果

議案
第 47号

工事請負契約の締結に
ついて

竹原市新庁舎（旧たけはら合同ビル）大規模改
修等工事の請負契約を締結することについて、
議会の議決を求めるもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ 欠
席

退
席 ○ 原案

可決

発議
第 5-3 号

産業廃棄物処理施設設置
者に対する行政処分に関
する意見書（案）

地方自治法第 99条の規定により意見書を提
出するもの 省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ 欠
席 ○ ○ 原案

可決

●令和5年第1回臨時会　議案概要・採決結果 令和5年7月27日　○は賛成　×は反対　

○�県は、令和2年4月23日付けでJAB協同組合に対し、産業廃棄物処理施設の設置の許可をしました。

○�この産業廃棄物処理施設の建設計画については、竹原市民は大きな不安と懸念を感じていたことから、

竹原市議会は、平成31年4月9日付で県知事に対し、「本郷産業廃棄物最終処分場建設計画に係る意見

書」を提出し，業者に対する適切な指導に努めていただくよう強く要望していました。

○�ところが、浸透水から基準値を超えた汚染が判明し、県が搬入停止を指導したにもかかわらず、廃棄

物が搬入されていたことが県の立入検査で確認されています。

○�このような業者の対応は、生活環境の保全上支障を生じさせるおそれがあり，竹原市民の不安や懸念

を増大させることから、県が業者に対し，積極的かつ厳正に対処されるよう強く求めるものです。

意見書  産業廃棄物処理施設設置者に対する行政処分に関する意見書（要旨）

▲提出の様子

可
決
し
た
意
見
書
は
、
９
月
７
日

に
広
島
県
庁
へ
持
参
し
、
環
境
県

民
局
長
と
面
談
の
う
え
手
渡
し
ま

し
た
。

　
８
月
30
日
に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、

公
共
施
設
ゾ
ー
ン
再
整
備
検
討
事
業
に
係

る
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
初
め
に
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
都
市
機
能
や
居
住
機
能
を
集

約
す
る
こ
と
で
賑
わ
い
を
高
め
る
こ
と
。

　
次
に
、
複
合
施
設
に
つ
い
て
、
民
間
の

創
意
工
夫
に
よ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
複
合

化
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
追
求
す
る
こ
と
。

　
そ
し
て
、
計
画
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
、

広
く
市
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

　
最
後
に
、
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、
令

和
７
・
８
年
度
で
現
庁
舎
の
解
体
、
そ
の

後
、
施
設
整
備
工
事
は
令
和
10
年
度
末
の

完
成
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
。

　
以
上
の
説
明
を
受
け
、
議
員
か
ら
は
ホ

ー
ル
の
規
模
、
旧
ゆ
め
タ
ウ
ン
の
跡
地
利

用
、
意
見
聴
取
の
方
法
、
財
源
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
、
そ
の
後
、
こ
の
事
業
に

係
る
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
協
議

し
、
当
面
、
特
別
委
員
会
の
設
置
は
見
送

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

全
員
協
議
会
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議案
番号

議案名等 議案等の概要
付
　
託

委
員
会

平
　
井

村
　
上

蕎
麦
田

下
垣
内

今
　
田

山
　
元

高
　
重

堀
　
越

川
　
本

大
　
川

道
　
法

吉
　
田

宇
　
野

松
　
本

議決
結果

報告
第 8号

令和 4年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金
不足比率について

令和 4年度決算に基づく健全化判断比率及び
資金不足比率について、議会に報告するもの － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第 9号 損害賠償額の決定について 物損事故について損害賠償の額を定めるため

専決処分したので報告するもの － － － － － － － － － － － － － － 原案
報告

議案
第 48号

竹原市固定資産評価審査
委員会委員の選任につき
議会の同意を求めること
について

竹原市固定資産評価審査委員会委員中　�
住田　芳夫　委員は、令和 5年 9 月 29 日を�
もって任期満了につき、その後任委員を選任
しようとするもの（住田芳夫氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

同意

議案
第 49号

人権擁護委員の推薦に�
つき議会の意見を求める
ことについて

人権擁護委員中�國兼�千代美�委員は、令和5年
12月 31日をもって任期満了につき、その後任
委員を推薦しようとするもの（國兼千代美氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 異議

なし

議案
第 50号

工事請負契約の締結に�
ついて

大王地区浸水対策事業雨水ポンプ場整備工事
の請負契約を締結することについて、議会の
議決を求めるもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
欠
席

○
欠
席

○ 原案
可決

議案
第 51号

竹原市保育所設置及び管
理条例を廃止する条例案

児童数の減少により現在休所中である東野�
保育所を廃止するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

欠
席

○
欠
席

× 原案
可決

議案
第 52号

竹原市職員の特殊勤務手
当に関する条例の一部を
改正する条例案

国家公務員の防疫等作業手当の支給条件等が
変更されたことを踏まえ、防疫等作業に従事し
た職員に支給する特殊勤務手当を改めるもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
欠
席

○
欠
席

○ 原案
可決

議案
第 53号

竹原市手数料条例の一部
を改正する条例案

旅館業法が改正され、事業を譲渡する場合に
は、地位の承継の承認申請により、営業者の地
位が承継されることとされたため、当該申請
に係る手数料を定めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

欠
席

○
欠
席

○ 原案
可決

議案
第 54号

竹原市個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に
関する条例の一部を改正
する条例案

個人番号の独自利用事務に、生活に困窮する
外国人に対して行う生活保護法の取扱いに�
準じた被保護者健康管理支援事業の実施に�
関する事務を加えるなどするもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

欠
席

○
欠
席

退
席
原案
可決

議案
第 55号

令和 4年度竹原市歳入歳
出決算認定について

地方自治法第233条第3項の規定により、令和
4 年度竹原市一般会計及び特別会計の歳入�
歳出決算について、議会の認定を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ × × × 原案

認定

議案
第 56号

令和 4年度竹原市下水道
事業決算認定について

地方公営企業法第 30 条第 4項の規定により、
令和 4年度竹原市下水道事業決算について、
議会の認定を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

認定

議案
第 57号

令和 4年度竹原市水道事
業決算認定について

地方公営企業法第 30 条第 4項の規定により、
令和 4 年度竹原市水道事業決算について、�
議会の認定を求めるもの

決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ × 原案

認定

議案
第 58号

令和 5年度竹原市一般会
計補正予算（第 3号）

歳入歳出それぞれ 66,266 千円を増額補正�
するもの

総務
文教 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長
欠
席

○
欠
席

○ 原案
可決

議案
第 59号

令和 5年度竹原市国民健
康保険特別会計補正予算
（第 1号）

歳入歳出それぞれ 2,063 千円を増額補正する
もの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

欠
席

○
欠
席

○ 原案
可決

議案
第 60号

令和5年度竹原市介護保険
特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ 65,625 千円を増額補正�
するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

欠
席

×
欠
席

○ 原案
可決

議案
第 61号

竹原市国民健康保険税条例
の一部を改正する条例案

地方税法施行令の一部が改正され、出産被保
険者に係る産前産後期間の国民健康保険税の
軽減制度が新設されたため、必要な規定を�
整備するもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 原案

可決

請受
第 5-1 号

消費税インボイス制度の
実施延期を求める請願書

国に対して「消費税インボイス制度の実施延期
を求める」意見書を提出するよう求めるもの

総務
文教 ○ × ○ × × × × × × 議

長
欠
席

○
欠
席

○ 不採択

陳受
第 5-6 号

中通小学校区内の生活道
路・橋架整備の要望書

中通小学校区内の生活道路・橋架整備を�
求めるもの

民生
都市
建設

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

欠
席

○
欠
席

○ 採択

発議
第 5-4 号

少人数学級、教職員定数
の改善及び義務教育費国
庫負担制度の負担割合引
き上げに係る意見書（案）

地方自治法第 99 条の規定により意見書を�
提出するもの 省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 原案
可決

●令和5年第3回定例会　議案概要・採決結果 令和5年9月5日～令和5年9月27日　○は賛成　×は反対　

… 主 な 議 案 …
議案第61号  竹原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

・内　　容／ 国民健康保険税の納税義務者又はその世帯に属する被保険者が出産する予定の場合
又は出産した場合には、国民健康保険税を4カ月分（多胎の場合は6カ月分）減額す
るもの。
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質
問  

災
害
が
大
規
模
化
し
、

想
定
外
の
事
態
が
日
本
全
国
で

発
生
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
、

生
活
に
直
結
す
る
こ
の
樋
門
の

管
理
は
重
要
性
を
増
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
適
切
な
樋
門
管
理
を
し
、
洪

水
や
水
不
足
な
ど
の
リ
ス
ク
管

理
を
す
る
こ
と
で
水
資
源
の
効

率
的
な
利
用
や
災
害
リ
ス
ク
の

低
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
竹
原
市
が
管
理
し
て

い
る
樋
門
の
数
と
内
訳
を
お
伺

い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

樋
門
施
設
が
本
市

に
は
全
体
で
21
か
所
あ
り
、
そ

の
う
ち
手
動
で
開
閉
す
る
施
設

が
16
か
所
、
市
民
の
方
へ
管
理

を
委
託
し
て
い
る
施
設
が
12
か

所
あ
り
ま
す
。

質
問  

樋
門
ゲ
ー
ト
の
開
閉
を

管
理
者
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な

く
、
災
害
の
大
規
模
化
も
想
定

に
入
れ
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
リ

ス
ク
管
理
、
リ
ス
ク
分
散
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

答
弁 

市
長�

具
体
的
な
対
応
を

検
討
す
る
必
要
は
間
違
い
な
く

あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問  

学
校
適
正
配
置
計
画
を

進
め
る
中
で
準
備
委
員
会
が
よ

り
よ
い
状
態
で
機
能
す
る
た
め

に
は
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て

柔
軟
か
つ
適
切
な
介
入
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
準
備
委
員
会
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
含
め
、
関
係
者
の

安
心
度
が
上
が
る
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

準
備
委
員
会
の

委
員
の
選
定
を
進
め
、
第
１
回

目
と
な
る
会
議
を
11
月
ま
で
に

開
催
し
、
協
議
の
進
捗
状
況
を

踏
ま
え
な
が
ら
定
期
的
に
会
議

を
開
催
し
、
会
議
に
お
い
て
は
、

保
護
者
や
地
域
の
方
の
要
望
や

意
見
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て

い
く
姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら
、

可
能
な
限
り
心
配
や
不
安
の
解

消
に
努
め
、
御
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

質
問  

準
備
委
員
会
の
中
で
の

教
育
委
員
会
と
し
て
の
立
ち
位

置
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁 

教
育
長�

基
本
的
に
は
市

民
起
点
、
市
民
の
目
線
に
立
っ

て
物
事
を
判
断
し
、
い
ろ
い
ろ

考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

質
問  

本
郷
産
廃
場
の
建
設
を

め
ぐ
る
７
月
４
日
の
広
島
地
裁

判
決
は
、
広
島
県
の
産
廃
設
置

許
可
の
手
続
は
見
過
ご
す
こ
と

の
で
き
な
い
誤
り
が
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
て
、
そ
の
判
断
に
基

づ
く
許
可
処
分
は
違
法
と
し
て
、

住
民
側
の
訴
え
を
認
め
ま
し
た
。

　
市
長
は
こ
の
判
決
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�
県
は
控
訴
し
て
お

り
、
そ
の
裁
判
を
注
視
し
ま
す
。

質
問  

広
島
県
の
水
質
調
査
結

果
、
水
質
汚
染
が
発
生
し
た
原

因
の
分
析
、
対
応
は
。

答
弁 

市
長�

集
排
水
管
に
堆
積

し
た
落
ち
葉
や
小
動
物
の
死
骸

な
ど
の
有
機
物
が
降
雨
で
一
度

に
排
出
さ
れ
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
数
値

が
高
く
な
っ
た
と
事
業
者
か
ら

県
へ
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
事

業
者
が
有
機
物
の
除
去
洗
浄
後
、

県
が
水
質
検
査
を
実
施
し
、
基

準
値
以
下
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

質
問  

産
廃
法
の
展
開
・
目
視

検
査
で
は
指
定
５
品
目
以
外
の

混
入
防
止
は
不
可
能
で
、
水
源

上
流
域
の
産
廃
場
は
撤
去
以
外

に
水
源
汚
染
を
防
止
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁 

市
長�

法
令
に
基
づ
く
適

正
な
維
持
管
理
が
不
可
欠
で
す
。

質
問  

市
立
学
校
統
廃
合
の
説

明
会
の
保
護
者
・
地
域
住
民
の

出
席
状
況
を
踏
ま
え
た
学
校
統

廃
合
の
合
意
形
成
の
在
り
方
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

答
弁 

教
育
長�

保
護
者
は
、

東
野
小
18
人
（
94
・
７
％
）
、

仁
賀
小
６
人
（
50
・
０
％
）
、

大
乗
小
28
人
（
63
・
６
％
）
、

賀
茂
中
12
人
（
22
・
６
％
）
、

荘
野
小
14
人
（
22
・
２
％
）
。

　
地
域
住
民
の
出
席
は
、

東
野
小
42
人
（
３
・
８
％
）
、

仁
賀
小
10
人
（
４
・
１
％
）
、

荘
野
小
13
人
（
０
・
７
％
）
、

大
乗
小
44
人
（
２
・
５
％
）
で

す
。

　
出
席
状
況
を
踏
ま
え
た
学
校

統
廃
合
の
合
意
形
成
の
在
り
方

は
、
立
場
や
価
値
観
の
違
い
か

ら
完
全
な
合
意
形
成
を
得
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問  

北
部
・
大
乗
の
現
在
の

教
職
員
数
と
統
廃
合
後
の
教
職

員
数
と
削
減
効
果
額
は
。

答
弁 

教
育
長�

現
在
の
教
職
員

は
、
東
野
小
８
人
、
荘
野
小
13

人
、
仁
賀
小
６
人
、
賀
茂
中
15

人
、
大
乗
小
12
人
で
す
。

　
北
部
３
小
・
１
中
の
統
合
新

設
後
の
県
費
負
担
教
職
員
は
20

人
で
す
が
、
児
童
生
徒
の
状
況

に
よ
り
加
配
さ
れ
る
た
め
、
現

時
点
で
配
置
数
を
推
計
す
る
の

は
困
難
で
す
。

堀
ほりこし

越　賢
け ん じ

二
●樋門管理の現状と今後について
●竹原市立学校適正配置計画について 動 画

松
まつもと

本　　進
すすむ ●本郷産廃場の撤去を市長の責任で取り組め！

●民意の反映と学校統廃合問題 動 画

たけはら市議会だより2023（令和 5年）11 月� 第 114 号（�10�）一 般 質 問



　７月３１日　 民生都市建設委員会 
東京都武蔵村山市議会来庁

　８月　９日　 中央環境衛生組合先進地視察 
（～10日）

　８月１０日　広島県議会来庁
　８月１７日　議会運営委員会
　８月２３日　三重県鈴鹿市議会来庁
　８月２５日　民生都市建設委員会
　８月３０日　議会運営委員会
　　　　　　　全員協議会
　９月　５日　本会議
　　　　　　　決算特別委員会
　９月　７日　総務文教委員会
　９月　８日　民生都市建設委員会
　９月１１日　本会議
　９月１２日　本会議

　９月１５日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　民生都市建設委員会
　９月１９日　決算特別委員会
　９月２０日　決算特別委員会
　９月２１日　決算特別委員会
　９月２５日　決算特別委員会
　９月２７日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　会派代表者会議
　９月２８日　長崎県松浦市議会来庁
１０月１１日　広島県水道広域企業団全員協議会
　　　　　　　石川県七尾市議会来庁
１０月１９日　民生都市建設委員会
１０月２３日　広島県水道広域企業団定例会
１０月２６日　青森県黒石市議会来庁
１０月３０日　後期高齢者医療広域連合定例会

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は３回行いました（8/24，9/12，10/17）。

質
問  

「
行
政
文
書
見
直
し
」

（
お
役
所
言
葉
や
め
ま
す
）

堅
苦
し
く
分
か
り
に
く
い
文
書

を
見
直
す
手
引
を
作
成
し
て
い

ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

事
務
文
書
の
手
引

き
を
作
成
し
、
簡
単
で
明
瞭
、

適
切
な
言
葉
に
努
め
、
市
民
に

分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
文
章
と

な
る
よ
う
工
夫
し
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問  

生
活
困
窮
者
の
自
立
支

援
／
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
・
深

刻
化
し
た
孤
独
や
孤
立
で
生
活

に
不
安
を
抱
え
、
就
職
・
住
ま

い
・
家
計
な
ど
悩
み
を
抱
え
て

い
る
方
へ
一
つ
の
窓
口
で
断
ら

な
い
相
談
支
援
体
制
を
ど
の
よ

う
に
構
築
さ
れ
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

複
雑
・
複
合
的
な

課
題
の
相
談
を
包
括
的
に
受
け

止
め
る
体
制
と
し
て
、
来
年
度

の
福
祉
総
合
窓
口
の
開
設
に
向

け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問  

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

／
当
事
者
に
と
っ
て
重
要
な
窓

口
相
談
の
専
門
職
人
員
の
確
保

や
安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
必
要
な
人
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
）
支
援
の
準

備
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

地
域
に
お
け
る
居

場
所
づ
く
り
や
本
人
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
手
法
を
検
討
し
本
市

に
適
し
た
伴
走
型
支
援
の
体
制

構
築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

食
料
の
安
定
供
給
や
災

害
や
温
暖
化
に
強
く
、
環
境
を

重
視
す
る
持
続
可
能
な
取
組
と

し
て
、
２
０
５
０
年
ま
で
化
学

肥
料
・
化
学
農
薬
削
減
に
取
り

組
み
、
25
％
を
有
機
栽
培
に
拡

大
と
の
目
標
が
あ
り
ま
す
。
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の

実
現
を
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ

ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

有
機
栽
培
や
無
農

薬
栽
培
の
相
談
を
受
け
る
こ
と

も
増
え
て
、
若
い
世
代
を
中
心

に
有
機
栽
培
へ
の
関
心
も
高
く
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
農
業
者

も
い
ま
す
。
販
売
単
価
の
向
上

な
ど
有
機
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
を

周
知
し
、
農
業
者
が
主
体
的
に

有
機
栽
培
に
取
り
組
め
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
本
年
３
月

に
策
定
し
た
計
画
に
定
め
た
環

境
負
荷
低
減
事
業
活
動
を
促
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

道
どうほう

法　知
と も え

江 ●地域共生社会へ向けて
●みどりの食料システム戦略について 動 画
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お 知 ら せ
検索

竹原市議会

▲グループワークをする中学生

　
昭
和
33
年
11
月
３
日　
竹
原
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
昭
和
時
代
に
は
公
共
施
設
が
多

く
建
設
さ
れ
（
昭
和
41
年
市
庁
舎

・
児
童
館
、
昭
和
43
年
市
民
館
、

昭
和
47
年
福
祉
会
館
な
ど
）
活
気

あ
ふ
れ
る
時
代
だ
っ
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
平
成
時
代
は
平
成
元
年

に
竹
原
市
斎
場
が
完
成
し
、
平
成

６
年
に
は
バ
ン
ブ
ー
・
ジ
ョ
イ
・

ハ
イ
ラ
ン
ド
が
開
園
し
ま
し
た
。

イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昭

和
と
比
較
す
る
と
市
民
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
施
設
や
事
業
が
増

え
た
気
が
し
ま
す
。

　
平
成
の
終
わ
り
に
は
大
災
害
が

発
生
し
、
令
和
の
始
ま
り
は
コ
ロ

ナ
と
の
戦
い
の
始
ま
り
で
も
あ
り

ま
し
た
。
戦
争
に
よ
り
多
く
の
命

が
失
わ
れ
た
激
動
の
昭
和
か
ら
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
た

平
成
時
代
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
と
戦

う
現
在
の
令
和
。
経
験
を
活
か
し

住
み
よ
い
町
に
す
る
に
は
協
働
で

行
う
市
民
総
参
加
型
の
動
き
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
制
65
周
年
の
節
目
の
年
で
は

あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
日
々
の

積
み
重
ね
で
あ
り
ま
す
の
で
、
し

っ
か
り
と
先
を
見
据
え
た
行
動
を

心
掛
け
、
戦
略
的
な
町
づ
く
り
を

進
め
、
市
制
70
周
年
に
想
定
外
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
た
い
も
の
で
す
。

�

堀
越　
賢
二

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長�

○
副
委
員
長

　
◎
村
上
ま
ゆ
子
　
○
平
井
　
明
道

　
　
蕎
麦
田
俊
夫
　
　
今
田
　
佳
男

　
　
堀
越
　
賢
二
　
　
宇
野
　
武
則

編
集
後
記

み
ん
な
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち

《
特
集
後
記
》

　
夏
休
み
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
快
く

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
市
内
４
校
の

先
生
方
・
生
徒
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
広
報
広
聴
委
員
会
と
し
て
は
以
前
、

高
校
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
行

い
ま
し
た
が
、
中
学
生
に
対
し
て
は

初
め
て
の
取
組
で
し
た
の
で
、
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
意
見

交
換
を
し
て
い
く
中
で
、
生
徒
の
皆

さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
「
み

ん
な
が
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
に
な

る
か
を
真
剣
に
考
え
て
、
そ
の
思
い

を
自
分
た
ち
の
言
葉
で
し
っ
か
り
と

伝
え
て
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
当
事
者
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
地
域
に
暮
ら
す
市
民
で
あ
る
こ
と
、

未
来
へ
の
希
望
を
つ
な
ぐ
た
め
に
も

選
挙
権
の
な
い
若
者
の
声
も
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
議
会
、
行
政
が
一

体
と
な
り
、
住
み
た
く
な
る
竹
原
に

し
て
い
け
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

村
上　
ま
ゆ
子

特  集
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